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讃
券
資
本
主
義
時
代
に
於
げ
る
資
本
の
構
造

石
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一

、

本

論

の

問

題

在
は
こ
の
小
論
文
に
於
て
、
謹
券
資
本
主
義
的
諸
現
象
営
理
論
的
に
把
握
す
る
た
め
の
出
後
知
と
し
て
「
謂
券

回、主
-L
仁
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俗
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ま
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認
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d
端
々
刈
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H
A

心
と
し
て
結
ぼ
れ
る
枇
曾
的
諸
閥
係
に
於
て
解
明
し
た
い
と
思
ふ
。
而
し
て
、
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
営

然
、
失
の
問
題
が
提
起
さ
れ
、
且
つ
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ト
吾
々
は
謹
券
資
本
主
義
的
諸
現
象
の
理
論
的
把
握
の
出
愛
勤
を
何
故
に
株
式
舎
一
耽
形
態
を
と
れ
る
産
業
資
本

の
構
造
の
解
明
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
?

己
株
式
曾
枇
形
態
を
と
れ
る
産
業
資
本
の
構
造
は
如
何
様
に
解
明
せ
ら
れ
る
か
p

卸
ち
、
第
一
の
問
題
は
詩
券
資
本
主
義
論
研
究
に
於
け
る
筆
者
の
方
法
乃
至
は
考
へ
方
を
中
心
と
せ
る
問
題
で

あ
り
、
第
二
の
問
題
は
か
く
の
如
き
考
へ
方
に
基
い
て
な
せ
る
誼
券
資
本
主
義
論
の
基
礎
概
念
に
閥
聯
せ
る
問
題

で
あ
る
。
以
下
項
を
別
っ
て
こ
の
二
つ
の
問
題
に
答
へ
る
で
あ
ら
う
。

設
券
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
本
白
構
造

第
三
十
五
巻
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詮
券
資
木
主
義
時
伐
に
於
け
る
資
木
の
構
造

第
五
就

f¥. 
大ム

第
三
十
荒
巻

六
九
四

ニ
、
研
究
の
出
韓
勤
を
株
式
命
一
枇
形
態
を
と
れ
る
産
業
資
本
の
解
明
に
求
め
る
理
由

今
日
、
商
品
の
生
産
は
、
所
有
上
猫
立
せ
る
替
利
車
位
た
る
企
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
而
も
そ

れ
は
分
業
関
係
に
於
て
な
さ
れ
る
結
果
、
種
類
的
に
異
れ
る
生
産
企
業
聞
に
は
交
換
閥
係
が
結
ぼ
れ
る
。
こ
の
交

換
に
よ
っ
て
、
原
則
上
相
互
間
に
何
等
意
思
的
統
制
の
な
い
諸
生
産
企
業
は
、
相
互
に
依
存
閥
係
を
生
じ
、
一
位
曾

的
生
嵐
山
慨
悶
1m
の
中
に
織
円
札
了
。
れ
イ
ユ
少
々
の
備
に
附
け
る

一
壌
に
る
の
怠
義
を
興
へ
ら
れ
る
。

か
く
て
今
日
の
資
本
主
義
的
商
品
生
産
枇
曾
に
於
て
は
、
人
類
生
活
の
物
的
資
料
の
継
積
的
生
産
〔
そ
札
は
同
時
に

縦
一
組
的
な
生
産
的
消
費
に
外
な
ら
な
い
)
は
右
の
如
き
商
品
生
産
の
枇
合
的
鱒
系
に
於
け
る
再
生
産
と
し
て
現
は
れ
る
。
而

し
で
か
〈
の
如
き
枇
曾
的
鱒
系
に
於
け
る
商
品
の
再
生
産
を
媒
介
す
る
も
の
は
商
品
の
疏
通
過
程
で
あ
る
が
、
こ

の
過
程
に
於
て
は
商
品
の
所
有
的
移
轄
を
中
心
に
商
品
市
場
が
形
成
さ
れ
、
且
つ
、
こ
の
商
品
取
引
の
み
を
専
業

と
す
る
商
業
企
業
記
っ
て
商
業
資
本
)
が
成
立
し
、
他
方
そ
の
商
品
の
所
有
的
移
轄
の
竿
面
に
は
、
ぞ
れ
と
反
封
の

方
向
に
常
に
支
掛
の
疏
れ
が
生
じ
て
商
品
の
疏
通
を
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
支
梯
手
段
の
取
扱
を

専
業
と
す
る
商
業
銀
行
が
存
在
し
、
瓦
に
そ
の
銀
行
間
に
は
貨
瞥
市
場

(
D
o
E
E
P
C

が
形
成
さ
れ
押
し
ゐ
か
。

こ
れ
を
他
方
よ
り
見
れ
ば
、
ぞ
れ
自
髄
左
し
て
は
、
何
等
意
思
上
の
繋
り
な
き
個
別
的
企
業
に
於
け
る
生
産
は
、

右
の
如
き
流
通
過
程
を
合
h
u

こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
聯
闘
を
生
じ
、
会
鰹
と
し
て
一
の
枇
舎
的
生
産
睦
系
を
形
成

す
る
。
従
っ
て
、
そ
の
疏
通
過
程
に
あ
っ
て
活
動
す
る
商
業
企
業
並
び
に
銀
行
乃
至
は
そ
の
活
動
に
於
て
形
成
き

我圃では信用期間D長嬬を基準そして短期金融市場主長期金融市場とに別つ
のを遁例とするが、枇曾経済健系に於ける機能を基草とすると舎は、支排手
段目流れを申心とする市場E貨幣市場 (Geld皿，rk，)と呼ぴ、企業金融上回資
本白流れを中心とする市場を資木市場 (K.piL1lmarkt) とする濁主主流の用語
は遁営と思ふ。ぞれ故祉曾経済的機能に重鈷按お〈本論に於ては燭逸流四用
語に従ふことふナる。
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h

い
る
商
品
市
場
並
び
に
貨
幣
市
場
は
、
如
何
に
複
雑
に
見
え
ゃ
う
と
も
、
こ
れ
を
会
膿
的
に
観
察
す
る
と
き
は
.

結
局
、
諸
E
の
生
産
の
連
絡
的
契
機
と
し
て
金
一
睡
と
し
て
の
枇
舎
的
生
産
健
系
に
包
合
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ

る
。
か
く
て
吾
々
は
、
商
品
の
枇
曾
的
生
産
鴨
系
の
呈
す
る
内
的
聯
闘
を
、
生
産
企
業
を
基
本
と
し
て
そ
の
封
立

か
ら
合
理
的
に
解
明
し
得
る
の
で
あ
る
。

R

而
し
で
か
く
の
如
き
一
枇
曾
的
生
産
購
系
に
於
け
る
艦
購
的
生
産
が
各
:
澗
立
せ
る
佃
別
資
本
に
よ
っ
て
行
は
れ

る
の
が
費
本
主
義
経
梼
枇
曾
の
特
色
で
め
る
か
ら
、
今
こ
の
費
本
を
中
心
に
見
る
と
き
は
、
諸

z
の
産
業
資
本
、

商
業
費
本
及
び
商
業
銀
行
資
本
は
上
越
せ
芯
一
枇
曾
的
生
産
酷
系
に
於
て
一
の
鱒
系
的
聯
関
即
も
構
造
的
聯
闘
を
長

し
r
b
品
。
そ
1
捻
、
降
h
v

戸
生
産
俗
世
伝
藤
棋
と
し
て
性
骨
同
拘
生
産
陸
恭
伝
搾
現
世
品
川
P

仁
¥
こ
り
此
曾
吻
生

産
髄
系
に
於
け
る
諸
費
本
の
構
造
的
聯
関
色
、
産
業
資
本
を
基
本
と
し
て
、
そ
の
封
立
か
ら
合
理
的
に
解
明
出
来

る
と
思
ふ
。
産
業
資
本
は
通
常
の
|
司
令
吋
者
、

l
Q
Eて
表
は
さ
れ
る
が
、
こ
の
活
動
形
態
の

一
節
た
る
の
|
若
乃
至
は
ど
〈
「
Q

の
う
ち
に
流
通
、
過
程
、
従
っ
て
商
業
資
本
並
び
に
商
業
銀
行
資
本
の
活
動

の
展
開
さ
れ
る
契
機
が
合
ま
れ
で
ゐ
る
こ
と
を
見
て
も
右
の
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

右
に
遮
ペ
し
加
き
商
品
の
融
合
的
生
産
瞳
系
こ
そ
が
今
日

ω
枇
曾
鰹
掛
瞳
系
の
土
査
壊
を
な
す
構
造
と
考
へ
ら

れ
)
こ
の
世
曾
的
生
産
樺
系
に
於
け
る
繕
績
的
生
産
剖
ち
再
生
産
が
赴
曾
経
捕
の
貫
鴨
的
な
も
の
と
考
へ
ら
れ

e
Q

。然
る
に
他
方
、
資
本
主
義
経
捕
の
愛
展
と
共
に
株
式
舎
一
祉
な
る
企
業
形
態
は
漸
究
そ
の
勢
刀
を
増
し
、
今
や
る
一

詮
券
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
木
由
一
構
造

第
三
十
五
巻

六
九
五

第
五
披

九
九



詮
券
資
本
主
義
時
代
に
於
付
る
資
木
町
構
造

第
三
十
五
巻

第
五
披

一O
O

大
九
宍

鮭
持
機
構
の
う
ち
に
於
て
主
要
な
る
役
割
を
演
十
る
こ
と
う
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
株
式
舎
枇
制
度
の
普
及
と
共

に
謹
券
取
引
所
が
成
立
し
、
株
式
、
枇
債
は
商
品
化
し
て
敏
戚
な
る
債
格
の
盤
動
を
呈
し
て
ゐ
る
。
更
に
こ
の
謹

券
市
場
の
愛
謹
に
聯
関
し
て
謹
券
の
引
受
、
品
目
行
、
寅
買
に
闘
す
る
色
々
の
企
業
が
成
立
し
、
特
殊
な
る
極
梼
活

動
を
替
ん
で
ゐ
る
。
か

t
し
て
現
代
資
本
主
義
経
梼
枇
曾
内
に
、
前
越
せ
る
が
如
き
商
品
生
産
の
枇
曾
的
輯
系
の

外
に
謂
は
￥
謹
券
界
或
は
詮
券
過
程
と
呼
ぱ
る
べ
き
特
殊
な
る
領
域
が
生
じ
、
こ
の
領
域
営
中
心
と
し
て
謂
券
債

格
の
構
成
冶
後
起
人
利
特
色
b
g
E
2ムロロ
)
1

の
形
成
、
品
部
P

興
関
係
の
人
的
関
係
よ
り
の
解
放
、
委
輿
関
係
の
集
中
仁

よ
る
企
業
の
統
制
等
割
々
な
る
詣
努
特
有
の
現
象
が
生
じ
て
た
る
ひ
そ
し

τこ
れ
ら
が
罰
努
費
本
主
義
的
現
識
と

稀
せ
ら
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。

掠
て
、
私
の
本
来
の
課
題
は
こ
れ
ら
の
諸
現
象
を
全
躍
的
に
把
握
す
る
と
い
ふ
勤
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

私
は
、
こ
の
課
題
の
解
明
に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
会
資
本
主
義
経
漕
瞳
制
の
構
造
的
聯
閥
に
於
て
把
指
す

る
こ
3

ど
が
最
も
合
理
的
な
方
法
だ
と
考
へ
る
。
而
し
て
全
資
本
主
義
経
梼
障
制
の
構
造
的
聯
闘
に
於
て
把
握
す
る

こ
と
は
、
私
の
考
へ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
を
資
本
主
義
経
梼
韓
制
の
土
憂
た
る
商
品
生
産
の
枇
舎
的
膿
系
と
の
内
的

聯
闘
に
於
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
と
思
ふ
。

読
券
的
現
象
の
枇
曾
経
梼
皐
的
把
握
の
た
め
に
は
、
か
、
る
態
度
が
必
要
で
め
る
こ
と
は
、
株
債
の
構
成
並
び
に

費
動
句
考
察
に
際
し
て
も
こ
れ
を
見
る
と
と
が
出
来
る
。
即
ち
株
債
の
構
成
並
び
に
盤
動
は
、
こ
れ
を
商
品
市
場
、

貨
幣
布
場
並
び
に
こ
れ
に
関
係
せ
る
企
業
白
樺
の
業
態
等
在
の
謂
は
ゆ
る
世
曾
的
生
成
韓
系
と
の
聯
聞
に
於
て
考

R. llilferding; (Das Fin:mzk::.pital) S. 口B J時:j~;~事《金融資本論> 192頁参照.1) 



察
す
る
と
き
に
始
め
て
、
そ
れ
の
正
し
い
意
味
ぞ
接
見
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
自
身
を
他
と
切
り
離
し
て
見

る
と
き
は
金
〈
皮
相
な
考
察
に
股
す
る
を
見
れ
な
い
。
景
気
観
測
に
際
し
で
も
、
語
券
市
場
の
観
客
は
三
市
場
バ

ロ
メ
ー
タ

h
の
一
'
と
し
て
始
め
て
そ
の
意
味
併
有
す
る
こ
と
も
こ
の
考
へ
を
裏
書
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
へ

4
G

。更
に
ト
ラ
ス
ト
、

コ
ン
ツ
ェ

Y

ン
等
の
謹
券
的
企
業
結
合
態
の
研
究
に
於
て
は
、
右
の
如
き
構
造
聯
闘
的
把
握

方
法
の
必
要
で
あ
る
こ
と
が
一
層
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
即
ち
ト
ラ
ス
ト
、
コ
ン
ツ
ェ

Y

ン
等
の
形
成
に
つ
い
て

考
へ
て
見
る
に
、
ー
そ
の
基
本
的
動
力
は
赴
曾
的
生
産
膿
系
内
に
於
け
る
諸
傾
向
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
動
力
は
謹

券
的
諸
機
構
セ
煤
介
と
し
て
諸
ー
の
企
業
結
合
鵡
営
形
成
す
芯
の
で
あ
る
。
詳
一
一
面
す
れ
ば
、
一
方
商
品
生
産
の
枇

曾
的
瞳
系
に
於
て
、
商
品
市
場
の
有
限
性
と
生
産
企
業
聞
の
無
統
制
と
よ
り
生
や
る
企
業
聞
の
競
争
か
ら
債
格
が

低
落
し
、
利
潤
率
低
下
の
傾
向
が
現
は
れ
て
来
る
。
そ
し
て
諸
企
業
は
こ
の
競
争
に
よ
る
利
潤
牽
の
低
下
に
堪
え

難
く
、
こ
の
困
難
か
ら
免
れ
ん
が
た
め
色
々
な
努
力

!
l殊
に
企
業
結
合
に
よ
る
濁
占
的
経
持
続
制
へ
の
努
力
を

試
み
る
。
こ
の
貼
に
ト
タ
ス
ト
、
コ
ン
ツ

z

y
ン
形
成
の
基
本
的
動
力
が
存
す
る
の
で
め
る
。
そ
し
て
こ
の
一
枇
曾

的
生
産
瞳
系
内
に
於
て
生
じ
た
濁
占
的
企
業
統
制
を
必
要
と
す
る
諸
事
情
は
、
先
き
に
遁
ペ
に
読
券
的
諸
機
構
、

詳
言
す
れ
ば
、
各
種
謹
芽
所
有
に
よ
る
諸
企
業
の
支
配
を
目
的
左
す
る
諸
曾
枇
却
ち
謹
券
引
受
曾
祉
、
持
株
曾
祉
、

投
責
舎
枇
等

y
I
プ
マ
ン
の
謂
は
ゆ
る
盛
一
奥
曾
祉
、
金
融
曾
枇
等
の
機
構
と
結
び
つ
い
て
諸
々
の
謹
券
的
企
業
結

合
態
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
而
も
一
日
一
か
く
の
如
き
謹
券
的
企
業
結
合
龍
一
か
或
は
生
産
の
分
業
的
繋
り
を
迫
ふ

詮
券
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
本
の
構
造

第
三
十
瓦
巻

大
丸
七

第
五
鏡

O 

E. Wag町nann; fKonjulll.、turlehre) ~" ].36正 Derselbe; (Struktur und Rhy. 
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世
間
券
資
本
主
義
時
代
に
於
げ
る
資
本
の
構
造

第
三
十
五
巻

六
九
八

第
五
時
蜘

O 

て
縦
に
形
成
さ
れ
、
謂
は
ゆ
る
垂
直
的
ト
ラ
ス
ト
と
な
る
と
き
は
、
ぞ
の
聞
に
存
す
る
仲
間
商
人
を
排
除
し
、
横

に
同
種
生
産
企
業
聞
に
水
平
的
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
す
る
と
き
は
、
自
由
競
争
市
場
が
排
除
さ
れ
る
等
、
世
曾
的
生

産
瞳
系
に
構
造
的
な
麗
化
を
生
ぜ
し
な
る
に
至
る
。
こ
〉
に
於
て
吾
々
は
こ
れ
ら
の
謹
券
資
本
主
義
的
企
業
結
合

乃
至
は
資
本
集
中
蓮
勤
の
研
究
に
際
し
で
も
、
語
券
的
機
構
を
枇
舎
的
生
産
韓
系
と
の
内
的
聯
聞
に
於
て
考
察
す

る
こ
と
が
必
至
的
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
。

か
〈
C
、
誼
券
資
本
主
義
的
諸
現
象
を
合
理
的
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
を
枇
曾
的
牛
肉
産
鴨
系
乃
査
は

!
l
'

そ
れ
に
閥
輿
す
る
責
本
を
中
心
に
い
へ
ば
i
l
i
諸
資
本
¢
棋
誼
酌
一
聯
劇
に
於
り
る
再
生
産
と
の
蹴
聯
に
於
て
杷
賀

す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
、
吾
々
は
こ
の
雨
者
聞
の
内
的
聯
闘
の
把
握
上
最
も
基
本
的
な

手
が
か
り
を
何
慮
に
求
む
べ
き
で
あ
る
か
?

そ
れ
は
先
づ
枇
曾
的
生
産
憧
系
に
於
け
る
議
資
本
の
構
造
的
聯
嗣
追
跡
の
手
が
か
り
と
な
る
所
の
基
本
的
な
資

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
五
口
々
の
終
局
目
的
は
、
一
吐
舎
的
生
産
鴨
系
に
於
け
る
こ
の
諸
資
本
の
聯
閥
並

び
に
そ
こ
に
生
や
る
諸
傾
向
と
の
開
係
に
於
て
、
読
静
的
領
域
の
諸
事
象
を
把
握
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
o

嚢
に
吾
々
は
か
か
る
手
が
か
り
と
し
て
枇
曾
的
生
産
鱒
系
の
基
礎
的
過
程
。
l

ベ一一U
H

W

5

「ミ

を
自
己
の
機
能
過
程
と
し
て
も
つ
所
の
資
本
|
|
個
別
的
産
業
資
本
を
選
帯
し
た
。
併
し
乍
ら
、
吾
々
の
目
的
は

、
、
、
、
、

誼
券
過
程
を
諸
資
本
の
構
造
聯
闘
と
の
閥
聯
に
於
て
把
握
す
る
鮎
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
五
口
々
が
第
一
に
手

が
か
h
と
し
て
選
ん
だ
右
の
個
別
的
産
業
資
本
は
同
時
に
謹
券
世
砕
か
展
開
す
る
蔚
炉
昨
安
恥
翠
合
ひ
費
本
で
な



け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
吾
々
が
研
究
の
最
初
の
手
が
か
り
と
し
て
分
析
を
要
求
す
る
所
の
も
の
は
、
謹
穿

過
程
展
開
の
契
機
と
赴
合
的
生
産
韓
系
展
開
の
契
機
と
の
内
的
聯
閥
を
自
己
の
構
造
と
す
る
所
の
資
本
1
1
即
ち

株
式
含
枇
形
態
を
と
れ
る
佃
別
的
産
業
資
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
、
謹
券
資
本
主

義
的
諸
現
象
の
理
論
的
把
握
の
出
費
黙
と
し
て
「
株
式
曾
祉
形
態
を
と
れ
る
個
別
的
産
業
資
本
の
構
造
」
の
解
明

を
な
す
と
い
ふ
所
以
で
あ
る
。

豆
、
株
式
曾
枇
形
態
を
と
れ
名
産
業
資
事
の
構
謹

A
w
企
購
駒
資
本
欄
憶
に
時
C
四
四
た
る
資
本
山
楠
岬
油
相
刊
対
成
制
民
hy法
峨
l
t
J
;
ω

掛
川
中
小
中
山
識
的
融
制
酎
制

度
の
必
然
的
結
果
と
し
て
.
資
本
は
企
業
に
於
で
始
め
て
資
本
と
し
て
存
在
す
る
。
而
し
て
、
企
業
は
所
有
的
支

配
と
い
ふ
勤
に
於
て
車
位
的
金
一
瞳
を
な
し
、
封
外
的
に
は
、
他
か
ら
の
借
入
資
本
も
自
己
資
本
も
一
様
に
自
己

の
も
の
と
し
で
、
自
己
の
名
に
於
て
、
こ
れ
を
支
配
し
活
動
せ
し
め
そ
の
結
果
生
や
る
利
盆
或
は
損
失
を
統
一
的

に
自
己
に
踊
扇
せ
し
な
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
企
業
は
所
有
支
配
上
の
車
位
的
金
一
瞳
で
あ
る
と
共
に
ま
た
、
債

値
増
殖
上
の
車
位
的
金
一
瞳
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
賠
に
観
察
の
重
知
を
置
い
て
考
察
す
る
な
ら

ば
、
資
本
と
は
企
業
に
於
げ
る
軍
位
的
金
一
睡
と
し
て
の
所
有
的
支
配
に
服
し
つ
〉
、
同
じ
く
企
業
の
軍
位
的
全

一
檀
と
し
て
の
慣
値
増
殖
目
的
の
た
め
に
、
世
曾
的
生
産
瞳
系
に
於
て
、
そ
の
鎖
の
一
環
と
し
て
活
動
し
て
ゐ
る

債
値
物
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か
ら
吾
々
は
、
こ
の
具
膿
的
金
瞳
冒
と
し
て
の
費
本
を
艶
象
と
し
て
、

詮
4
7
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
本
の
構
造

第
三
十
五
巻

六
九
九

第
五
就

O 



詮
A
T
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
本
の
構
造

第
三
十
五
巻

第
五
拡

七
0
0

一O
四

分
析
的
に
、
一
そ
れ
が
企
業
に
踊
属
し
て
ゐ
る
貼
に
着
服
し
て
、
ぞ
の
債
値
合
計
が
軍
位
的
金
一
睡
k
し
て
の
所

有
的
支
配
に
服
す
る
円
か
た
め
、
ま
た
同
じ
く
畢
位
的
金
一
憶
と
し
て
の
債
値
増
殖
目
的
を
躍
は
さ
れ
て
ゐ
る
た
め

、
市
、
"
、
別
、
、
、
、
、
、

D

O

O

O

D

口

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

，

ノ

に
、
一
の
企
業
費
本
'
と
し
て
単
位
的
濁
立
性
を
呈
し
て
ゐ
る
様
相
を
抽
出
し
、
ま
た
、
二
か
〉
る
支
配
の
下
に
、

そ
し
て
か
、
る
増
殖
目
的
の
に
め
に
、
機
械
と
な
り
、
原
料
と
な
り
、
或
は
製
品
と
な
っ
て
枇
曾
的
生
産
鰹
系
の

一
環
と
し
て
活
動
し
つ
〉
め
る
様
相
に
着
服
し
う
る
。

而
し
て
、
前
者
は
資
本
一
か
企
業
に
蹄
属
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
粘
に
若
臨
し
℃
他
出
し
た
資
本
の
存
在
様
柵
?
み
る

所
か
も
、
偲
り
に
こ
れ
を
資
本
の
企
業
的
様
相
と
呼
ぴ
、
後
者
に
於
て
は
、
着
眼
の
重
離
が
賢
本
が
現
買
に
機
械

と
か
原
料
と
か
な
っ
て
、
世
曾
的
生
産
醸
系
の
一
環
と
し
て
、
活
動
し
て
ゐ
る
馳
に
序
す
る
所
か
ら
こ
れ
を
資
本

の
活
動
的
様
相
乃
至
は
機
能
的
様
相
と
名
付
け
や
う
。

資
本
の
企
業
的
様
相
は
、
資
本
が
企
業
と
し
て
の
金
一
的
な
所
有
的
支
配
に
服
し
、
且
つ
同
じ
〈
そ
の
全
一
的

な
債
値
増
殖
目
的
を
措
は
3
れ
て
ゐ
る
た
め
に
、
企
業
貧
本
と
し
て
の
単
位
的
濁
立
性
を
呈
し
て
ゐ
る
様
相
で
あ

る
。
而
し
て
企
業
の
本
質
た
る
所
有
的
支
配
並
び
に
増
殖
目
的
の
軍
位
的
金
一
性
と
は
、
い
ふ
ま
で
も
な
〈
安
換

祉
舎
に
於
け
る
所
有
上
、
増
殖
上
の
畢
位
的
濁
立
性
を
意
味
す
忍
所
か
ら
、
上
越
せ
る
企
業
と
し
で
の
金
一
的
な

所
有
的
支
配
並
び
に
増
殖
目
的
は
費
本
の
債
値
合
計
を
中
心
と
し
て
の
み
考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
、

こ
こ
で
は
、
企
業
が
増
殖
の
た
め
に
支
配
す
る
債
値
合
計
並
び
に
そ
の
債
値
合
計
の
晴
械
が
問
題
で
あ
っ
て
、
そ

の
憤
値
の
措
ひ
手
(
イ
『
聞
広
三
た
る
工
場
、
機
械
、
原
料
及
び
製
品
と
い
ふ
が
如
、
き
質
的
に
異
れ
る
資
本
財
の
使
用
債

Unlernehmungsgestalt des K;.pitals. 
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値
は
捨
象
さ
れ
る
。

戸
然
る
に
、
資
本
の
活
動
的
乃
至
は
機
能
的
様
相
に
於
て
は
、
同
じ
企
業
の
支
配
の
下
に
、
同
じ
増
殖
目
的
を
躍

は
さ
れ
て
ゐ
る
債
値
炉
、
機
械
、
原
料
、
製
品
と
い
ふ
が
如
き
委
を
と
っ
て
枇
曾
的
生
産
慎
系
の
一
環
と
し
て
活
動

し
て
ゐ
る
鈷
に
宣
黙
を
置
い
て
抽
出
さ
れ
た
様
相
で
あ
る
。
而
し
て
資
本
の
活
動
は
、
個
別
的
に
見
れ
ば
企
業
を

中
心
と
せ
る
の
l

パJ
H
u
d
-
-
q
即
ち
生
産
要
具
、
勢
働
力
の
買
入
、
商
品
の
生
産
(
襲
債
値
の
生
産

を
含
と
商
品
の
販
責
蒔
剰
俣
値
の
貸
手
三
百
む
)
並
び
に
そ
れ
に
附
随
す
る
支
梯
手
段
の
流
れ
と
い
ふ
轄
形
過
程
に
於

で
展
開
3
れ
、
従
っ
て
資
本
の
債
値
は
漸
次
に
色
々
な
種
類
の
財
貨
v
と
な
っ
て
姿
。
ダ
捷
へ
て
行
〈
の
で
め
る
。
然

る
に
、
こ
の
活
動
そ
枇
曾
的
に
見
れ
ば
、
買
は
そ
れ
は
地
大
な
る
枇
命
間
的
生
産
酬
閥
系
と
い
ふ
舗
の
一
段
と
し
℃
法

曾
的
再
生
産
に
表
輿
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
資
本
は
こ
の
様
相
乃
至
は
商
に
於
て
、
商
品
市
場
、
貨
幣
市

場
と
直
接
に
闘
聯
し
、
融
合
的
生
産
開
系
に
於
け
る
諸
情
勢
或
は
諸
麓
動
に
異
正
面
か
ら
嘆
さ
れ
る
の
で
め
る
。
従

っ
て
、
資
本
は
自
己
増
殖
す
る
債
値
と
い
ふ
一
見
全
〈
在
経
情
的
性
質
の
み
を
有
す
る
如
〈
見
え
て
、
而
・
色
賓
は
祉

曾
艦
持
的
意
義
含
有
す
る
の
は
、
資
本
に
、
枇
命
目
的
生
産
開
茶
に
闘
興
せ
る
こ
の
機
能
的
様
相
あ
る
が
酷
で
あ
る
。

資
本
の
機
能
的
様
相
に
於
て
は
、
ぞ
の
債
値
が
如
何
な
る
種
類
の
財
貨
と
な
っ
て
、
世
合
的
生
産
開
系
に
於
て

如
何
様
に
機
能
し
て
ゐ
る
か
(
如
何
な
る
生
産
の
過
程
に
あ
る
か
、
如
何
な
る
流
通
の
過
程
に
あ
る
か
)
が
問
題

で
あ
る
。
而
し
て
、
と
の
面
に
於
け
る
資
本
の
機
能
的
活
動
の
車
位
化
(
と
の
単
位
+
E

ド
イ
ツ
の
撃
者
で
一
経
瞥
と
呼
ぷ
も
D

もあ

εは
専
ら
か
〉
る
活
動
の
技
術
的
保
件
が
企
業
の
債
値
増
殖
目
的
に
適
合
す
る
の
程
度
に
於
て
決
定
せ
ら
れ

設
券
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
本
の
構
造

第
五
撹

O 
五

第
三
十
五
巻

七
O
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設
券
資
本
主
義
時
伐
に
於
け
る
資
本
の
構
造

第
一
一
一
十
五
巻

七
O

第
五
続

-
O
六

る
。
こ
れ
に
調
し
、
資
本
の
企
業
的
様
相
に
於
て
は
、
資
本
は
所
有
的
支
配
乃
至
は
慣
値
増
殖
目
的
の
車
位
的
金

一
性
を
中
心
に
個
別
化
さ
れ
、
濁
立
化
さ
れ
る
。
企
業
と
は
印
ち
こ
れ
で
あ
る
。
か
〈
て
企
業
的
様
相
に
於
て
は

在
有
財
産
制
度
乃
至
は
資
本
主
義
制
度
が
明
確
に
反
映
さ
れ
、
機
能
的
様
相
に
於
て
は
分
業
に
基
〈
生
産
関
係
が

現
は
れ
て
ゐ
る
。

併
し
乍
ら
、
こ
の
二
つ
の
様
相
は
、
具
悼
的
金
曜
?
と
し
て
の
資
本
を
、
分
析
的
に
見
て
、
そ
れ
が
有
寸
る
異
れ

ゐ
意
味
に
夫
々
堂
知
念
於
て
浮
ぴ
出
し
た
も
の
で
み
っ
て
、

そ
れ
は
資
本
と
い
ふ
具
悼
的
会
開
憶
に
於

τの
み
意

味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
企
業
的
様
相
に
於
て
見
ら
る
h

所
の
白
己
増
殖
の
任
務
'γ
抽出は
3
れ
だ
債
佐
合

計
も
そ
の
増
殖
を
可
能
な
ら
し
め
る
齢
剰
債
値
の
生
産
並
び
に
貫
現
、
帥
ち
資
本
の
枇
曾
的
生
産
鴨
系
に
於
け
る

活
動
な
〈
し
て
は
、
そ
の
存
在
の
意
義
守
失
ふ
。
更
に
機
能
的
様
相
に
於
て
、
種
々
な
る
資
本
財
の
活
動
が
中
心

で
あ
る
と
し
て
も
、
ぞ
れ
が
企
業
占
し
て
の
所
有
的
支
配
乃
歪
は
閉
じ
企
業
会
惜
と
し
て
の
値
備
増
殖
目
的
を
離

れ
て
は
資
本
の
機
能
的
様
相
た
る
の
意
義
を
失
ふ
の
で
あ
る
。

B
、
複
合
的
資
本
関
係
に
於
で
見
た
る
資
本
の
構
撞

責
本
は
以
上
の
如
く
企
業
に
於
て
存
在
し
、
ぞ
れ
を

中
心
と
し
て
い
は
Y
企
業
的
資
本
関
係
が
成
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
忍
が
、
更
に
企
業
金
融
制
度
の
後
遺
せ
る
現
代

の
謂
は
ゆ
る
謹
券
資
本
主
義
時
代
に
於
て
は
、
こ
の
企
業
に
於
け
る
資
本
の
形
成
に
、
出
資
或
は
貸
付
に
よ
っ
て
、

い
は
Y
金
融
的
に
参
興
し
て
ゐ
る
閥
係
を
見
る
。
こ
れ
を
般
り
に
金
融
的
資
本
開
係
と
呼
ぱ
ふ
J

こ
の
金
融
的
資

本
開
係
は
、
企
業
的
資
本
闘
係
を
土
豪
と
し
て
そ
の
上
に
結
ぼ
れ
る
資
本
開
係
で
め
る
か
ら
、
こ
の
二
つ
の
費
本



閥
係
が
綜
合
し
て
、
い
は
い
ム
複
合
的
費
本
闘
係
を
形
成
す
る
。
こ
〉
で
は
主
と
し
て
金
融
的
資
本
閥
係
か
ら
資
本

の
構
造
を
見
る
の
で
め
る
が
、
右
の
事
情
か
ら
、
そ
れ
は
営
然
企
業
的
資
本
関
係
と
の
聯
関
に
於
て
考
へ
ら
れ
ね

ば
な
ら
中
、
従
っ
て
、
そ
の
考
察
は
複
合
的
資
本
闘
係
に
於
け
る
考
察
と
な
る
。

こ
〉
に
金
融
的
資
本
関
係
乃
支
は
資
本
の
金
融
的
委
奥
関
係
と
い
ふ
の
は
、
一
定
の
企
業
に
於
て
車
位
的
金
一

睡
と
し
て
の
所
有
的
支
配
に
服
す
る
が
だ
め
、
ま
た
向
。
車
位
的
金
一
瞳
と
し
て
の
債
値
増
殖
目
的
の
た
め
に
車

位
的
濁
立
性
を
賦
奥
き
れ
て
ゐ
る
債
値
合
計
の
形
成
に
際
し
、
貸
付
或
は
出
費
の
形
で
こ
れ
に
金
融
的
に
参
奥
し

て
ゐ
る
関
係
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
〉
で
は
そ
の
際
投
ぜ
ら
れ
た
慣
値
が
具
健
的
に
'
如
何
な
る
種
類
の
財
貨
と
な

っ
て
活
動
し
て
居
る
か

Y
E娃
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
慣
値
が
営
該
企
業
の
慣
値
増
殖
の
た
め
の
支
配
に
投
-
ぜ
ら

L
こ
川
H

W

刷

、

w
H
L
J
Y
P
J
〉二、、
.prv
・ヘ--

t
f
u
j
由
円

7
6、
d
mん
川

4
9
1
i
p

増
淵
ょ
の
単
位
的
湖
、
立
性
μyft
つ
僻
付
や
計
の
h

形
成
い
品
切
融

所
有

閑I!

的
に
盛
奥
し
た
と
い
ふ
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
金
融
的
資
本
関
係
を
出
費
或
は
貸
付
の
方
面
に
重
黙
を
於
て

見
る
と
き
は
こ
れ
を
資
本
の
金
融
的
様
相
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
而
し
て
貨
幣
所
有
者
の
出
資
な
り
貸
付
な
り

が
責
ず
の
金
融
的
様
相
た
る
意
義
を
奥
へ
ら
れ
る
の
は
企
業
へ
の
出
貴
乃
至
は
貸
付
で
あ
る
限
い
口
め
や
か
か
わ

金
融
的
責
本
闘
係
が
企
業
的
資
本
閥
係
を
基
礎
と
し
て
成
立
す
る
と
は
こ
の
調
び
で
あ
る
。

一
般
に
費
本
の
金
融
的
様
相
は
出
資
と
貸
付
と
に
別
れ
る
が
、
株
式
舎
枇
形
態
の
普
及
と
詩
券
市
場
の
発
達
に

よ
り
、
出
資
乃
至
は
貸
付
は
株
式
乃
至
は
枇
債
等
の
形
態
を
と
り
、
い
は
Y
誼
券
化
(
リ
1

フ
7

y

)

し
、
或
は
擬
制

資
本
化
〈
ヒ
ル
フ
ア
1
J
T
Y

グ
)
し
て
、
吾
々
の
眼
に
見
え
る
形
態
を
と
る
に
至
っ
た
。
か
く
て
資
本
の
金
融
的
様
相
の

調
券
業
本
主
義
時
伐
に
於
け
る
資
本
白
構
遁
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詩
券
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
本
の
構
造

第
五
披

o 
ノ、

第
一
一
一
十
五
巻

七

O
四

特
殊
な
る
費
展
形
態
と
し
て
資
本
の
誼
努
的
様
相
じ
つ
い
て
語
る
こ
と
が
出
来
る
。

既
に
遮
べ
た
所
か
ら
容
易
に
理
解
出
来
る
如
〈
、
資
本
の
金
融
的
様
相
の
直
接
関
係
す
る
所
は
資
本
の
企
業
的

様
相
で
あ
っ
て
、
機
能
的
様
相
と
は
企
業
的
様
相
を
媒
介
と
し
て
の
み
闘
係
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
機
能
的
様

相
を
主
と
し
て
い
へ
ば
、
そ
の
面
に
於
け
る
綿
べ
て
の
事
柄
が
一
先
づ
企
業
的
様
相
に
統
一
的
に
蹄
麗
し
、
そ
こ

か
ら
金
融
的
様
相
に
反
映
す
る
の
で
め
る
o

こ
の
こ
と
は
、
株
債
の
麓
勤
に
つ
い
て
吟
味
す
る
と
き
容
易
に
看
取

出
来
る
こ

2
?
め
る
。

A
1
一
例
と
し
て
慨
h
に
屯
力
合
枇
の
時
慣
の
段
勤
な
汚
コ
し
見
ゃ
う
の
阻
ん
日
に
慌
力
合

枇
が
め
っ
て
、

そ
れ
が
千
高
闘
の
資
本
を
有
し
(
企
業
的
様
相
)
、

そ
の
資
本
は
玉
十
回
株
二
十
高
い
別
れ
て
ゐ
る

〈
金
融
的
様
相
)
と
恒
定
し
ゃ
う
。

更
に
こ
の
曾
祉
は
二
十
の
費
電
所
を
も
ち
、

A
、
B
、
な
る
二
大
電
力
供
給
地
に

関
係
し
て
ゐ
る
(
機
能
的
様
相
)
と
し
ゃ
う
じ
然
る
に
A
地
に
於
て
は
他
の
電
力
舎
一
祉
の
競
争
が
な
い
七
め
、
澗
占
債

格
を
以
て
電
力
を
供
給
し
相
営
の
利
益
を
率
げ
て
ゐ
る
が
、

B
地
に
於
て
は
他
の
曾
祉
と
の
競
争
の
た
め
債
格
が

低
下
し
、
寧
ろ
損
失
を
招
い
で
ゐ
る
と
す
る
(
機
能
的
様
相
の
事
象
)
。
そ
の
結
果
、
そ
の
舎
祉
の
株
式
が
一
様
に
下
落

し
た
と
い
ふ
現
象
が
生
や
る
〈
金
融
的
様
相
の
事
象
)
。
こ
れ
は
A
地
方
に
於
け
忍
資
本
の
活
動
が
驚
ら
し
た
利
益
と
B

地
方
に
於
け
る
資
本
の
活
動
が
も
た
ら
し
た
損
失
と
が
終
局
に
於
て
、
こ
の
舎
祉
の
綿
資
本
債
値
に
統
一
的
に
踊

属
す
る
L
し
い
ふ
建
前
に
於
て
、
株
式
に
卒
等
に
割
営
て
ら
れ
、
平
等
に
株
債
に
影
'
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
賢

本
の
機
能
的
様
相
に
於
け
忍
諸
事
象
の
成
果
が
統
一
的
に
企
業
的
様
相
に
蹄
麗
し
、
そ
こ
か
ら
金
融
的
様
相
に
平

等
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
こ
と
ぞ
看
取
出
来
る
。

EffeKtengesta!t des K.pitals. 



分
業
的
生
産
鱒
系
に
於
で
活
動
せ
る
財
貨
が
替
利
主
義
的
在
有
財
産
制
度
(
資
本
主
義
制
度
)
の
た
め
に
企
業
的
資

本
閥
係
を
以
て
包
被
さ
れ
、
更
に
企
業
よ
り
遊
離
し
、
且
つ
休
息
せ
る
貨
幣
費
本
の
費
生
に
よ
っ
て
、
所
有
は
す

る
が
自
ら
活
動
さ
す
こ
と
な
き
貨
幣
所
有
者
と
、
そ
れ
を
活
動
さ
す
企
業
者
と
の
分
離
を
生
ぜ
し

U
る
に
至
っ

た
。
こ
〉
に
金
融
的
資
本
間
係
が
成
立
す
る
。
か
く
て
色
々
な
委
を
と
っ
て
分
業
的
生
産
糟
系
に
於
て
活
動
せ
る

財
貨
が
資
本
の
機
能
形
態
だ
る
意
義
を
奥
へ
ら
れ
る
の
は
、
企
業
的
資
本
開
係
の
故
で
あ
り
、
ま
た
金
融
的
資
本

開
係
は
企
業
的
資
本
開
係
の
上
に
、

そ
れ
を
基
礎
と
し
て
結
ば
れ
た
鰹
掛
闘
係
で
あ
る
。
従
っ
て
以
上
遁
ぺ
た
資

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

本
の
機
能
的
様
相
、
企
業
的
様
相
及
び
金
融
的
様
相
(
特
殊
的
に
は
社
券
担
保
担
は
企
業
的
資
本
闘
係
を
中
心
主
せ
る

‘"、
u

h

，
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
h

，
h咽

h

h

、、
h

h

複
合
的
資
本
関
係
に
よ
っ
℃
決
定
去
、
れ
る
資
本
の
構
法
拘
神
棚
に
怜
七
の
か
意
味
"
ぽ
付
す
の
の
で
み
ァ
引
C

而
し
て
費
本
開
係
は
、

ま
に
.
鈴
剰
債
値
の
生
産
、
買
現
、
踊
層
、
分
配
の
闘
係
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
然

る
と
き
費
本
の
機
能
的
様
相
は
餅
剰
償
値
の
生
産
、
貰
現
の
行
は
れ
る
領
域
で
あ
り
、
企
業
的
様
相
は
そ
の
俸
剰

債
値
の
統
一
的
蹄
属
の
場
面
で
あ
り
、
更
に
金
融
的
様
相
は
そ
の
分
配
3
れ
る
領
域
で
あ
る
。

以
上
の
見
解
を
理
解
の
便
宜
上
園
表
化
し
て
こ
れ
を
衣
の
頁
に
掲
げ
て
置
く
。

こ
〉
に
究
の
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
一
般
に
株
式
曾
枇
形
態
を
と
れ
る
個
別
的
産
業
資
本

に
於
て
、
通
常
そ
の
株
式
曾
枇
の
曾
祉
資
本
と
現
買
に
工
場
な
り
機
械
な
り
原
料
な
り
と
な
っ
て
働
い
て
ゐ
る
資

本
と
そ
の
舎
枇
の
株
式
と
な
っ
て
株
主
に
所
有
さ
れ
或
は
流
通
し
て
ゐ
る
所
の
い
は
Y
株
式
資
本
と
あ
る
や
う

に
一
般
枇
舎
の
人
々
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
、

一
種
の
吐
曾
通
念
と
な
っ
て
ゐ
る
如
〈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
が

詮
券
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
本
白
構
造

第
三
十
五
巻

七
O
五

第
五
務

O 
九
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何
れ
も
等
し
く
費
本
と
い
ふ
言
葉
で
呼
ば
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
場
合
右
の
各
々
の
資
本
は
同
様
な
意
味
で
資
本
で

あ
り
、
或
は
資
本
の
三
つ

ω種
類
で
あ
る
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。
者
し
然
り
と
す
れ

ぱ
、
資
本
の
債
値
量
が
一
曾
枇
企
業
に
つ
い
て
三
重
に
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
明
か
に
不
合
理
で
あ

る
。
こ
の
枇
合
的
通
念
の
秘
密
は
、
吾
々
が
以
上
湛
ペ
に
如
〈
、
費
本
を
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
結
ば
れ
る
祉
曾
関

係
に
於
て
解
剖
す
る
と
き
始
め
て
合
理
的
に
解
明
さ
れ
る
。
郎
ち
今
日
の
如
き
謹
券
資
本
主
義
時
代
に
於
て
は
、

資
本
は
企
業
的
資
本
開
係
と
こ
れ
に
基
く
金
融
的
資
本
闘
係
と
の
綜
合
た
る
複
合
的
資
本
開
係
に
於
て
存
在
し
、

一
の
責
本
は
右
の
複
合
的
資
本
開
係
に
決
定
3
れ
て
ゐ
る
所
の
構
造
聯
闘
に
於
て
一
二
つ
の
様
相
、
即
ち
機
能
的
様

相
川
金
業
酌
椛
相
並
び
仁
金
融
的
税
相
を
虫
し
寸
ゐ
る
の
か
く
て
.
吾
々
は
ブ
工
場
、
掛
楓
n

一
蹴
は
原
料
と
な
っ
て

働
い
て
ゐ
る
作
用
資
本
と
は
右
の
如
き
資
本
の
構
造
聯
閥
に
於
け
る
機
能
的
様
相
の
常
識
的
反
映
で
あ
h
J
、
舎
祉

資
本
と
は
企
業
的
様
相
の
一
反
映
で
あ
り
、
更
に
株
式
責
本
乃
至
は
枇
債
は
金
融
的
様
相
の
曹
券
化
さ
れ
た
特
殊
な

赴
舎
的
生
成
物
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

目
、
結

語

以
上
の
却
〈
私
は
本
論
文
に
於
け
る
こ
つ
の
問
題
.
即
ち
、
斗
謹
努
資
本
主
義
的
諸
現
象
の
理
論
的
把
握
の
出

畿
貼
を
何
故
に
株
式
舎
祉
形
態
を
と
れ
る
産
業
資
本
の
構
造
の
解
明
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
p

二
株
式

曾
枇
形
態
を
と
れ
る
産
業
資
本
の
構
造
は
如
何
様
に
解
明
せ
ら
れ
る
か
?
に
劃
し
て
夫
々
解
答
し
て
来
七
。
即

詮
券
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
本
の
構
這

第
三
十
五
港

七

O
七

第
五
時
刷



詮
券
資
本
主
義
時
代
に
於
け
る
資
本
町
一
構
議

第
三
十
五
巻

七
O
八

第
五
披

ち
、
在
は
先
づ
資
本
主
義
経
樺
枇
舎
の
賞
瞳
を
な
す
商
品
生
産
の
枇
舎
的
樫
系
か
ら
設
き
起
し
、
謂
は
ゆ
る
流
通

過
程
は
諸
々
の
商
業
資
本
並
び
仁
商
業
銀
行
責
本
の
活
動
及
び
そ
の
活
動
に
於
て
成
立
す
る
商
品
市
場
並
び
に
貨

幣
市
場
等
候
令
如
何
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
ゐ
ゃ
う
と
も
、
そ
れ
は
結
局
枇
曾
的
生
産
韓
系
に
於
け
る
再
生
産

の
蓮
絡
的
、
媒
介
的
契
機
と
し
て
そ
の
内
に
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
と
述
べ
、
こ
の
生
産
鰹
系
に
関
係
す
る
諸
資
本
は

そ
の
鰹
系
に
於
て
一
の
構
遺
的
聯
闘
を
呈
す
る
と
な
し
た
。
而
し
て
砲
の
本
来
の
課
題
は
読
者
一
資
本
主
義
的
現
象

を
資
本
主
義
経
神
鯉
制
の
構
造
聯
闘
に
於
て
把
握
す
る
賠
に
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
右
に
描
ペ
た
枇
曾
的

生
産
開
系
に
於
け
る
諸
費
本
の
構
造
聯
闘
と
閥
聯
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
雨
者
の

聯
闘
の
把
握
上
最
も
基
本
的
な
手
が
か
り
を
な
す
も
山
は
.
世
曾
的
生
産
瞳
系
に
於
げ
る
諸
資
本
の
構
造
聯
開
展

聞
の
契
機
と
謹
券
過
程
展
開
の
契
機
と
の
内
的
聯
闘
を
自
己
の
構
造
と
せ
る
資
本
、
削
ち
「
株
式
曾
枇
形
態
e
グ

E

れ
る
産
業
資
本
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
吾
々
は
こ
の
資
本
の
構
造
の
解
明
か
ら
出
脱
税
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
論
じ
て
第
一
の
問
題
に
答
へ
た
の
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
の
解
答
と
し
て
は
資
本
の
構
造
を
先
づ
企
業
的
資
本
闘
係
に
於
て
解
明
し
、
衣
に
こ
の
責
本
関
係

を
基
礎
と
し
て
金
融
的
資
本
闘
係
が
成
立
す
る
こ
と
を
述
べ
、
雨
者
の
綜
合
た
る
複
合
的
資
本
開
係
に
於
て
更
に

具
韓
的
に
資
本
の
構
造
を
考
察
し
て
、
ぞ
の
構
造
の
内
的
聯
闘
に
於
て
資
本
が
三
つ
の
様
相
帥
ち
機
能
的
、
企
業

的
並
び
に
金
融
的
様
相
を
呈
し
て
居
る
と
論
じ
た
。
而
し
て
、
ま
た
、
こ
の
三
様
相
の
内
的
聯
闘
に
閲
し
て
は
、

株
催
の
費
動
の
例
を
と
っ
て
こ
れ
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
。



F

か
〈
て
忍
は
以
上
の
論
識
に
よ
っ
て
本
論
の
二
つ
の
問
題
に
答
へ
、
従
っ
て
本
論
の
目
的
た
る
「
謹
券
資
本
主

義
研
究
の
出
後
詰
と
し
で
の
誼
券
資
本
主
義
峠
代
に
於
け
る
資
本
の
構
造
の
解
明
」
を
な
し
得
た
わ
け
で
あ
る
。

併十
ν乍
ら
子
資
本
の
構
造
聯
闘
に
於
け
石
金
融
的
様
相
の
特
殊
な
る
生
成
物
で
あ
る
謹
券
的
様
相
は
如
何
な
る

原
理
に
よ

h
、
如
何
な
る
機
構
を
以
て
、
そ
mu
特
殊
な
る
生
成
を
遼
げ
た
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
本
論
に
は
紙
面
の

都
合
上
割
愛
し
た
が
、
読
券
資
本
主
義
論
展
開
の
具
鯉
的
な
第
一
歩
と
し
て
は
そ
れ
は
非
常
に
重
大
な
問
題
で
あ

る
。
併
し
そ
の
研
究
も
謹
穿
現
象
の
会
瞳
的
把
握
と
い
ふ
筆
者
の
建
前
か
ら
す
れ
ば
嘗
然
筆
者
一
炉
本
論
に
於
て
取

扱
っ
た
費
本
の
構
造
理
論
を
前
提
と
す
る
の
ゼ
あ
る
。

向
、
本
論
文
に
論
識
し
た
「
株
式
曾
枇
形
鵡
合
と
れ
る
産
業
資
本
の
構
浩
一

ω
岡
崎
清
涼
ぞ
の
資
本
，

m湘
係
ザ
内
心

世
曾
的
生
産
瞳
系
と
閥
聯
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
吐
舎
的
組
資
本
の
構
造
」
の
理
論
(
ζ

れ
は
、
童
話
領
誠
に
闘
す

る
限
り
で
は
、
詮
券
市
場
論
を
中
心
と
し
で
二
方
で
は
、
鞄
叫
券
債
格
の
構
成
、
褒
超
人
利
得
の
成
立
、
他
方
で
は
、
金
融
的
参
興
関
係
白
人
的
閥
係
上

H
d
m
解
放
百
三
宮
司
ろ
=
一
-nrg
包
企
業
に
於
け
る
隔
有
制
度

(
h
r
u
S
F
E
5
)

を
問
題
と
し
以
で
金
融
資
本
の
成
立
1
1
詮
券
的
機
構
に
於
け
る
企

業
結
合
(
ト
ラ
ス
ト
J

Y
ヴ
エ
ル
ン
)
成
立
の
契
機
の
解
明
を
任
務
と
ナ
る
)
へ
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
、
更
に
そ
れ
は
祉
曾
的
組

資
本
の
後
展
的
再
生
産
に
関
聯
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
融
合
的
鱒
責
本
の
構
造
聯
闘
に
於
け
る
動
態
」
即
ち
「
世

曾
的
組
費
本
の
構
造
的
措
理
化
の
理
論
」
(
資
本
集
中
論

)ω
方
向
に
展
開
さ
る
べ
き
契
機
を
有
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ

る

設
券
資
本
主
義
時
伐
に
於
け
る
資
本
由
一
構
詩

第
三
十
五
巻

七
O
九

第
五
糠
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